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研究成果の概要（和文）：日本の地方社会は地域経済の衰退と人口減少、高齢化が進展している。 
本研究は、地域固有の生活原理である＜地域生活イデア＞を基底におき、地域住民が自律的・内発的にサスティ
ナブルな＜地域生活文化圏＞を形成している十勝、大崎、鯖江、綾部、日田圏のあり方を調査研究し問題克服の
道を構想することにある。 
本研究では、各圏域の農業を中心とした産業の展開と住民生活や自治体、集落、農協、NPO、企業体などの協
業、協働による地域づくり活動の特質を明らかにした。しかし、これらの地域に対する比較社会学的考察がコロ
ナ禍によって達成できず、「新たな日本社会のあり方を構想する」と言った課題は残った。 

研究成果の概要（英文）：In the local society of Japan, with the expansion of globalization, the 
regional economy has declined, the population declines and the elderly population has been　
increasing．We researched Tokachi area, Osaki city, Sabae city ,Ayabe city and Hita city, to 
consider this problem.We used the concept of　<community idea> and the concept of <community 
cultural area>, in this research analysis. We think that　<community cultural area> is based on 
<community idea>, which is a regional unique life principle.This unique life principle in these area
 have been autonomously formed by local residents and　have created a unique community. We have used
 these concepts to clarify the characteristics of each area to be researched. However,comparative 
studies of these areas are lacking, and this problem remains as future research　subjects. 

 

研究分野：地域社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、地域固有の生活原理である＜地域生活イデア＞を基底におき、地域住民が自律的・内発的にサスティ
ナブルな＜地域生活文化圏＞を形成しているという仮説のもとに十勝、大崎、鯖江、綾部、日田地域生活文化圏
の調査研究を行ってきた。これを通して調査対象地域が＜地域イデア＞に沿って様々な地域問題を解決してきた
プロセスに分析を加え、調査対象とした＜地域生活文化圏＞の特質を解明した。さらに、この研究成果に比較社
会学的考察を加え「新たな日本社会のあり方」を検討しようとしたが、コロナ感染の広がりの中で十分に達成す
ることができなかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
明治以降、日本資本主義は地域格差を活用して空間の再編を行い、資本蓄積を拡大してきた。

1980年代以降にみられる日本経済のグローバル化とサービス化の進展は、東京一極集中とその
周辺に位置する「地方（周辺地域）経済の衰退」をうみだしている。この中で 2013 年社会保障・
人口問題研究所は、2010 年 1.28 億人であった我が国の人口は、2035 年までに約 1700 万人、
とりわけ地方圏では 1200 万人もの大幅な減少が生じ、高齢者人口が 40％以上となる自治体が
半数に及ぶと推計しており、地方圏を中心に、社会解体的危機と呼ばざるをえない事態が到来し
ている。 
本研究は、このような動向に対抗し、地域固有の生活原理を基底におき、他との交流がもたら
すユニバーサルなイデアを含む＜地域イデア＞を形成しながら､地域住民が自律的、内発的に形
成するサスティナブルな圏域を＜地域生活文化圏＞と設定した。 
このような問題意識を共有する本研究のメンバーは 2014年から「地方の社会解体的危機に抗
する＜地域生活文化圏＞形成の可能性」（2014～2016 年度科学研究費補助金基盤（B）研究課題
番号 26285112）をうけ十勝地域生活文化圏、大崎域生活文化圏、綾部域生活文化圏、日田域生
活文化圏を設定し 4地域の調査研究を行ってきた。 
本研究は、この「先行科研」の研究成果を深化させ、＜地域生活文化圏＞の形成と展開を明ら
かにし、その成果に比較社会学的考察を加えることで「日本社会の新たなあり方」を構想しよう
とするものである。 
 
２．研究の目的 
「先行科研」では、調査対象地域とした①４圏域の地域構造、②４圏域の農業を中心とした産業
の展開と住民生活の特質、③４圏域住民と自治体、集落、農協、NPO、企業体などの協業、協働
による地域づくり活動の特質、を解明した。 
本研究では「先行科研」の成果を起点として、４圏域における調査を発展させ各圏域の特質を
より深く解明するとともに、比較対照となる圏域を加え、これを比較社会学的に考察することで
本研究の課題を達成したい 
 
３．研究の方法 
本研究の分析枠組みは、以下の通りである。 
１）第一の研究課題は各圏域の歴史的形成過程及びそこに現れた＜地域生活文化圏＞の特質
を解明することである。このため各圏域の「地域自治」、「地域産業」、「地域文化」の三局面に着
目した。「地域自治」においては幕藩期、明治期の郡村制、昭和期の市町村制、平成の大合併に
伴う圏域の変化を確定しながら、そこにおける民衆による自治的・政治的活動の特質を明らかに
する。「地域産業」においては、在来産業や近代化事業の展開過程を追うとともに、産業の地域
的基盤たる「地縁技術」（中村尚司）を蓄積する中で、地域内循環型産業が生まれてきたかを考
察する。「地域文化」においては祭礼などの地域伝統行事や地域生活共同がどのように担われ、
編成替えされてきたかを追うことによって＜地域イデア＞の基層的集合意識を解明する。その
上で、各圏域固有の自然条件のなかで、これらが連関して地域協業・共同をすすめ、いかなる＜
地域イデア＞が形成され、いかなる＜地域生活文化圏＞が形成されてきたかを明らかにする。 
２）第二の研究課題は、この＜地域イデア＞を歴史的或いは社会的な基層として、その上に形
成された現在の＜地域生活文化圏＞の分析である。ここでは、外部社会との係わりの中で、「住
民」、「地域自治体」、「企業・協業体・協同組合」、「地域協働活動体」の４セクターが「地域づく
り」、「地域自治」、「地域産業」、「地域文化」活動を展開し、「地域課題」の解決を図り、新たな
＜地域イデア＞を生成させるなかで、そこに現れた＜地域生活文化圏＞の特質を捉える。 
３）これらの視点をふまえ、本研究では調査対象を加えながら、深めるとともに、調査圏域の
見直しや国内外の比較対照可能な調査対象地域を加えながら、圏域ごとの特質を明らかにする。
その上で、研究成果に比較社会学的考察を加え調査対象地域に貫通する特質の把握を図ること
で研究目的を達成する。 
 
４．研究成果 
これらの研究の成果を地域生活文化圏別にみていくと、 
１）十勝・帯広地域生活文化圏の調査では、十勝農業が①農協と一体となって「工業的農業」
を志向する大規模畑作農家と、「商系」を通して「安心・安全」な農産物の生産による「顔の見
える農業」を志向する中小規模農業生産者、農産物加工・直販を志向する女性農業者の三層構造
によって支えられていること、②大型農機具生産や「農と食を考える」アグリツーリズムなど農
業関連産業が展開していることを明らかにしてきた。 
２）大崎地域生活文化圏は、大規模合併 10 年を経て「大崎」という地域アイデンティティを
形成していく基礎が形成され、旧市町の地域づくりと連携の方向性が各活動セクターとの協力
のもとで模索・追求されている。ここでは、①地域労働市場が女子型労働市場から男子型労働市



場へと転換する中で、平場稲作地帯の農業生産の担い手構造の変化、集落構造の変容と地域共同
の新たな形成についてその全体像を把握した。②そのなかで、都市消費者との連携、自然栽培な
どの農法改革、女性農業者の活躍、市民活動セクターや Iターン者との提携など新たな＜地域イ
デア＞が生成されており、この特質を分析した。 
３）綾部地域生活文化圏では、①Iターン者について、行政の「定住」施策、「里山ねっと・あ
やべ」など集落ベースの活動、「半農半Ｘ」のイデアを共有しながらネットワーク化する Iター
ン者の動向を引き続き追跡し、それらの活動をより有効に連接させていく方法を解明した。②さ
らに、農村工業都市である綾部市の比較対象都市として福井県鯖江市を選定し、鯖江市における
眼鏡産業の形成、展開に焦点をあて、農村工業をベースとしながら異なった発展プロセスをとっ
てきた地域生活文化圏の比較検討を行った。 
４）日田地域生活文化圏においては、主として①6次産品加工・都市直販・レストラン運営に
よるネットワーク形成を図ってきた大山農協が転換期を迎えており、これまでの都市（福岡市域）
との交流を生かした新たな＜地域イデア＞の創造的形成の分析を行った。 
さらに、②九州一円の木材の集積地である日田林業に焦点をあて、人口減少、高齢化がすすむ
日田市前津江、中津江、上津江地区の林家を中心とする集落の共同や、高齢者生活の実態把握を
行い、日田地域生活文化圏をささえる林業経営の意味を明らかにした。 
５）これらの研究成果をまとめるため、中間研究報告書『地方の社会解体的危機に抗する＜地
域生活文化圏＞の形成と展開』を編集した。本報告書は、序章「危機に抗する＜地域生活文化＞
をどうとらえるか」、Ⅰ部「国家的農業生産基地における農業と地域生活文化の展開―北海道十
勝地域生活文化圏－」、Ⅱ部「兼業稲作地帯における 1市 6町の広域合併と新しい地域生活文化
の形成－宮城県大崎地域生活文化圏－」、Ⅲ部「大都市圏周辺農工混交地域における地域生活文
化の展開－京都府綾部・福知山地域生活文化圏－」、Ⅳ部「中山間地域における農林業の展開と
農協のイデア－大分県日田地域生活文化圏－」、終章「地方の社会解体的危機に抗する地域生活
文化の形成と展開」と言う目次構成をとり、各部で各圏域の地域形成過程、地域構造、地域産業、
地域政治、地域文化、地域活動の分析を行い、それらの活動の地域内における意味づけを明らか
にし、研究対象地域の特質を解明した。 
しかし、コロナ感染の広がりの中で最終年度に予定していた調査研究を十分に行うことがで
きず、結果として研究成果に比較社会学的考察を加え「日本社会の新たなあり方」を構想すると
いう計画は十分に達成することができなかった。 
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